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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】ウメ圃場に飛来する有翅アブラムシは，誘殺数は年次により異なるが，４～６

月，８～９月および 11月の年３回の増加期がある。また，昨年同様，単発的ながら，１～

３月の低温期にも飛来が認められる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 ウメ輪紋ウイルス（PPV）の拡散防止には，有翅アブラムシ類の動態に基づく防除対策の

構築が必要である。そこで，ウメ圃場における周年を通じた有翅虫の飛来状況を調査し， 

PPV防除対策上の基礎的な知見とする。 

【方 法】 

2012年１月～11月に，青梅市内の PPV発生４圃場(青梅市Ａ～Ｄ)と，PPV未発生の農総

研立川および同青梅内の計６ヵ所のウメ圃場に，１圃場あたり１ヵ所，黄色粘着板（ホリ

バー）を行灯型に４枚設置した。粘着板は毎週２日間設置し，誘殺された有翅アブラムシ

類の頭数を計測した。なお，調査は各圃場内のウメ樹が伐採された時点で終了とした。 

【成果の概要】 

１．各圃場における誘殺消長：１～３月においては，調査６圃場中４圃場で，単発的なが

ら１～10頭（平均 3.0頭）の誘殺が認められ，昨年と同様に冬季から早春季にかけての

アブラムシ類の飛来が確認された。青梅市Ａ～Ｄおよび農総研立川では，４月中旬から

誘殺数が急激に上昇し，６月中下旬にかけてピークとなった後，7 月中旬に向かって減

少した。この期間の誘殺数は，５圃場で最高 10～61頭（平均 14.9頭）であった。農総

研青梅では，４月中旬から増減を繰り返しながらも，7月中旬まで増加傾向が継続し（最

高 319頭），上記５圃場とは誘殺数およびその推移がやや異なった。８月～９月上旬にか

けては，各圃場とも一時上昇傾向を示したが，９月中旬以降 10月中旬まで誘殺数は急激

に低下した。11月に入ってからは，伐採が行われていない青梅市Ｃ，農総研立川および

同青梅では，例年と同様に再度誘殺数が上昇に転じた（図１）。 

２．2010，2011年との動向比較：青梅市Ａ～Ｄおよび農総研立川において，１月以降８月

までの時期的な増減動向は 2011年とほぼ同様の傾向であったが，４～６月の誘殺数は，

昨年度比で約 11.3％と極めて少なかった。９月以降の発生消長は，過去２年間とほぼ同

様の傾向を示した（図１）。 

３．まとめ：有翅アブラムシ類の飛来は，昨年と比較し，４～６月の誘殺数が極めて少な

く，飛来数は年次により大きく異なることが明らかとなった。しかし，４～６月，８～

９月および 11 月の年３回の増加期があり，頭数は少ないが，１～３月にも飛来するこ

とが確認され，誘殺数の時期的な増減傾向は，過去２年とほぼ同様であった。以上，３

年間の継続調査において，青梅市のウメ園における有翅アブラムシの発生動向はほぼ解

明されたものと考えられる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 各ウメ圃場における有翅アブラムシ類の誘殺消長 

（誘殺数は粘着版４枚の合計数， は 2012年の伐採を示す） 

 

 


